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　2024年7月に初めて標準化の世界に足を踏み入れました。この世界は
10～20年と長く携わってこられた方々が活躍されていると実感していま
す。そのような中、私のような初心者が記事を書くのは差し出がましい
のですが、最近感じたことを少しだけ書いてみたいと思います。
　私はこれまでビジネス/サービス開発/人事育成/サステナビリティ/オ
リンピックなど幅広い分野の業務に携わってきました。これらを担当して
いるときは、どちらかというと「差別化」が求められていることが多く、

「標準化」を意識したことはほとんどありませんでした。この仕事を始め
てから、標準化の意義は何なのか考えるようになりました。この競争が
激しく、スピーディに社会が変遷していく中、標準は成り立つのか。法
律や契約とは違い、緩やかな標準なるものが意味をなすのか。その標
準やルールとはいったいどうあるべきものなのか。そのようなことをつら
つらと考えているときに、ふと子供の学校のプリントが目に入りました。
子供の学校はいわゆる制服や細かな校則がなく、自身の判断に委ねら
れています。では、ルールが何もないかというと、そうではなく、服装
や行動等の判断のよりどころになる基準となるものはあります。その基
準について記載されたプリントを手に取り、どのような観点で内容を定
めているのだろうと思い、見てみると、柱となっていたのは学生・社会
の一員として“あるべき姿”であり、シンプルな言葉で表現されていま
した。シンプルではありますが、吟味され、選び抜かれた言葉であるこ
とが伝わってきました。その柱の基に最低限守るべき要素として、具体
的な細かなルールが少々定められていました。
　基準というと、その細かな仕様を決めていくイメージをもっておりまし
たが、まずはその“あるべき姿”をしっかり定めることが大切であり、
具体的な要素は最小限にとどめることが、型にはまらず、自由度が高く、
良い形で個性や差別化を生み出す環境を作るためのポイントなのかもし
れない、と少しヒントを得たように思いました。標準化という言葉に捉
われすぎず、まずは“あるべき姿”を意識しながら取り組んでみようと
思いました。

標準化とは何か？
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ITUジャーナル読者アンケート
アンケートはこちら　https://www.ituaj.jp/?page_id=793
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お知らせ～ ITU関連新規出版物発行～

　国際航海を行う船舶局の備え付け書類については、国際電気
通信連合憲章に規定する無線通信規則に定められ、日本では、
電波法第60条において規定されています。
　具体的な備え付けを要する書類は、電波法施行規則第38条で
規定されています。
　船舶局のITU関連出版物については以下の3種があり、その中
の、「船舶局及び海上移動業務識別の割当表」（Ship Stations）
の最新版が発行されました。備え付けには最新版が必要になり
ますので、ぜひお求めください。
◦船舶局及び海上移動業務識別の割当表（Ship Stations）
　最新版：2025年版（次回発行予定：2026年4月）　←NEW！
・海岸局及び特別業務局局名録（Coast Stations）
　最新版：2023年版（次回発行予定：2025年第4四半期）
・海上移動業務及び海上移動衛星業務で使用する便覧
　（Maritime Manual）
　最新版：2024年版
　販売価格は、本体価格に、ジュネーブからの取寄せに伴うITU
対応手数料、消費税、国内発送手数料が加算されます。
出版物詳細・お申し込み
　https://www.ituaj.jp/?page_id=178
　https://www.ituaj.jp/?page_id=803
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